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概要 
本稿は，複数の実践共同体 ( c o m m u n i t y o f 

practice，以下CoP)の関係構築のあり方が開発され
たアプリケーション・プログラム(以下アプリ)の表
現にどのように影響しているかについて，大学の専
門分野横断型PBL(Project based learning)をもとに
考察する。CoPによる学習については，効果が指摘
されているが，異なるCoPの関係構築のあり方と作
り出されるアプリへの影響と変化を扱う研究は著者
が知る限り少ない．しかし，上野[1]が示すように人
工物は，様々な組織間やコミュニティ間の調停，交
渉の産物として形成されるなど，学習以外にも焦点
を向ける有用性があると考えられる．研究対象の
PBLにおいて，複数のCoPの関係構築のあり方と関
係の変化によって，アプリも変化したことを確認し
ている. 

キーワード：実践共同体(community of practice),布置
(constellation),ディスコース,アプリケーション・プロ
グラム,PBL 

1. はじめに 

本稿ではまずそれぞれのCoPに共有される価値観
を含めた文化的背景がどのようなものかを考察し，
異なる文化的背景を持つ複数のCoPがどのように関
係を構築するのか，またその関係構築のあり方が開
発されたアプリの表現にどのような影響を与えるの
かをCoPの概念を用いて明らかにしていく. 

CoP[2]は正統的周辺参加，布置(constellation)など
様々な概念を包括している[3]．またCoPの実践には
ディスコースも捉えることができる[4]といった議論
もある．本稿ではまず，それぞれのCoPの文化的背
景に対して，ディスコース分析を行った．異なるデ
ィスコースを持つ複数のCoPsの関係構築と開発され
るアプリの表現との影響を，布置の重なり(図1)の
概念を用いて分析を行う． 
ディスコースという概念は研究者間によって定義
が異なるため[5]，本稿では社会言語学者のGee[6]が

定義する，言葉ばかりではなく，話し手の間に共有
される話し方・価値観・行動・さらによりマクロな
世界観までをも含んだ概念として定義する． 

2. 調査対象と方法 

本稿は複数のCoPの関係構築のあり方が開発され
たアプリにどのように影響しているか明らかにする
ため，定性的方法により収集したデータを基に分析
を行った． 
観察対象は大学の専門分野横断型PBLの授業であ
る．本授業のテーマは「地域観光を促進するアプリ
の開発」である．2018年4月から7月までの前期は静
岡県伊東市を対象に，2018年9月から2019年1月まで
の後期はハンガリーを対象にアプリを開発した．開
発したアプリは11月に伊東副市長へ，2019年1月に
ハンガリー大使館の職員にプレゼンテーションを行
なっている．この授業に参加しているのは主に人文
学部国際コミュニケーション学科(以下，国コミ)の
学生と情報学部情報学科の学生が参加している．役
割として，国コミの学生が，伊東市とハンガリーの
現地調査を行い，現地で得た情報を情報学科の学生
と共有し，情報学科の学生がアプリケーション開発
を行った．３組のアプリ開発チームを作り，スマー
トフォンアプリ，Projection Mapping(以下PM開発
チーム)，VRアプリを開発した．プレゼンテーショ
ンについては主に国コミの学生が準備を行なってい
たが，伊東副市長へは情報学科の学生のみで発表
し，ハンガリー大使館の職員にも国コミの学生と一
緒に発表している． 
研究対象となったのは観察対象であるPBLの授業
に参加している国コミの学生と情報学科の学生であ
る．著者は研究者及びサポート役としてほぼ全ての
授業に参加した．データは授業及び，学生が自発的
に行った打ち合わせをビデオカメラで収録した．前
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期と後期の終わりに個別のインタビューも行った．
またチャットツール上のやりとりを取得し，開発さ
れたアプリ自体もデータに含める．本稿では変化が
視覚的にわかりやすいPM開発チームを中心に取り
上げる．PM開発チームは４人で，国コミからは２
年生の男子学生と３年生の男子学生１人，情報学科
の学生は３年生の女子学生２人で構成されている．
名前は研究倫理の観点から全て仮名とした． 

3. データ分析

3.1. 異なるCoPsのディスコース分析 

初めにPBLの授業に参加している国コミの学生の
CoP（以下，国コミCop）と情報学科の学生の
CoP(以下，情報CoP)それぞれのディスコースの違い
を明らかにする．複数のデータから，国コミCopと
情報CoPの学生が繰り返し出現する発言を考察する
ことにより，それぞれのCoPのディスコースを分析
する． 
情報学科の学生からは以下のような発言やslackで
の投稿やインタビューが見られた． 

・前期の授業で振り返りでの発言 
「他の技術も身につけられると思うので
なんだかんだ楽しみです．」 

・インタビューでの以下の発言内容 
「開発したPMのアプリ案で，伊東市に関
係ある作品より，アプリの完成度の高い伊
東に関係ない作品を国コミに提案した」 

・伊東副市長向けに用意した発表資料に
データベースの構造，使用したデバイスなど
詳細に記述 

以上のデータより様々な場面において開発に使用
する技術を重視した判断や発言が繰り返し見られ
た．情報CoPは，開発に用いられる情報技術それ自
体に価値を置くディスコースと解釈できる． 
国コミの学生らからは以下のような発言内容が繰
り返し現れていた． 

・情報学科の学生がプロジェクション
マッピングのインタラクション機能を国コ
ミの学生に見せたときの発言 
「音で映像が変えられるようにすると，
観光客の人がプロジェクションマッピング
を見て，見たときに，ただの大室山の映像

じゃなくて，自分がパンってやったときに
映像が変わって，俺が映像変えたんだ凄
いってなる」 

・情報学科の学生が伊東副市長向けに用
意したの発表資料に対して，国コミ学生か
らの発言 
「実装っていわれてもわかんないとおも
います．あと，データベース連携も．」 

・情報学科の学生が伊東副市長向けの発
表練習を国コミ学生の前で行った際，その
場に同席していた国コミ学科を担当する教
授の発言 
「お客さんが何を望んでいるかっていう
のをもう一回考えて」 

以上のデータに共通している点は技術やアプリ
は，伝える相手にどのように受容されるかという前
提を持っている．国コミCoPは，開発されたアプリ
を受容する人がどのように感じるかを重視するとい
うディスコースであると解釈できる． 

3.2. PMアプリ開発における人間関係の構
築について 

3.2.1.分業傾向にある人間関係の構築 

アプリの開発を行う上で国コミCoPと情報CoPの
学生は協力して作業を行う必要が出る．その際どの
ような人間関係を構築していたかをデータから分析
する． 
３チームの情報CoPの学生からのインタビューか
ら，「プロジェクトの序盤はお互いの役割分担が決
まっていて，自分の役割以外の作業はやらなかっ
た」という共通した内容の意見が述べられていた．
上記の内容は前期と後期における，フィールドワー
クの参加の違いからも見られる．後期は情報学科か
ら２名の学生がハンガリーへのフィールドワークに
参加したが，前期は情報学科の学生は誰も伊東市へ
のフィールドワークには参加していなかった．上記
の学外フィールドワークの参加の態度の違いから
も，分業傾向のある人間関係を構築し作業を進めて
いたことがわかる．以下，PMアプリの開発の過程
を追っていく． 
国コミ学生の現地調査から伊東市の大室山の山焼
き(図2)を表現するPMを開発することになった．し
かし，情報学科の学生は，技術重視のディスコース
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の解釈から山焼きの表現をプログラムのアルゴリズ
ムから生成される幾何学的なアニメーションを作成
し投影した(図3). 
国コミCoPと情報CoPの関係性が分業傾向にある
際，表面的なスキルだけが共有され，異なるCoPの
ディスコースを共有するには至っていない．そのた
め，情報学科の学生は国コミCoPのディスコースを
理解することなく，情報CoPのディスコースが良し
とする技術的完成度の高さから幾何学的なアニメー
ションを投影するに至った．上記の内容は情報の学
生のインタビューでも確認できた． 

3.2.2.協働傾向にある人間関係の構築 

プロジェクト後半に入ると，11月にはハンガリー
で，12月には伊東副市長に，翌年の1月にはハンガ
リー大使館向けとの発表のための資料を作成する機
会が増えた．発表資料を作成するため，国コミ学生
はアプリについて知る必要あり，加えて情報学科の
学生は国コミの発表を意識しながら開発を進めるこ
とになる．上記の結果として，幾何学的なアニメー
ション(図3)を作成した情報学科の学生は，「それ
をすると説明する二人が困るから、山焼きを作ろう
と思います．」とミーティング中に発言し，大室山
の山焼きのアニメーション(図4)に開発し直してい
る．情報学科の学生は，国コミ学科の学生に配慮す
ることにより，PMの表現が変わっていることが示
されている． 

12月の伊東副市長への発表は情報学科の学生のみ
で行われることになった．そのため情報学科の学生
が発表資料の作成や発表のリハーサルで国コミ学生
の協力を得る機会が生まれた． 
情報学科の学生が作成する発表資料は技術にかん
する記述が主であった．しかし，国コミの学生の前
でリハーサルを行い，「文章量が多い」や「技術的
な説明はいらない」といった内容のフィードバック
を受け，話題性，明瞭性と行った項目を発表資料に
加え，PMが発表相手にとってどのようなメリット
をもたらすかを趣旨とした発表資料に変改していっ
た．またミーティング中に以下の発言がなされた． 

「インタラクションもできて観光客も参
加できますよ、伊東、大室山の宣伝ができ
るような作品ですよと伝えたらなと。あん
まり、技術的な面なことに触れないで、作
品を見てもら得ることをメインに副市長に
もやってもらえたらと。」 

伊東副市長への発表準備と発表を経験すること
で，情報CoPのディスコースが国コミCoPのディス
コースに影響されたと解釈できる． 
それはハンガリー大使館向けの開発においても
「技術だけでなく，観光と技術をどう関係づけるか
悩んだ」という情報学科の学生からのインタビュー
での発言からも示されている． 
結果，プロジェクト終盤のハンガリー大使館に向
けたPMアプリは３Dプリンターで出力したハンガ
リー城の模型に，日本の桜のアニメーションを投影
するPMアプリが開発され，地域の個性と日本の文
化を活かすように情報技術による表現を意識を置い
た開発を行っている(図5)． 

4. 考察 

以上のデータ分析から，プロジェクトの序盤にお
いては，お互いの得意分野から役割分担で作業をこ
なす場面が多く見られた．国コミCoPと情報CoPの
関係性が分業傾向にあることを示しており，その結
果，表面的なスキルだけが共有され，異なるCoPの
ディスコースを共有するには至っておらず，開発さ
れたPMアプリが観光にふさわしいとは考えにく
い，幾何学的なアニメーションを投影するといった
表現に表れている．しかし，，プロジェクトが進む
につれて，国コミCoPと情報CoPの関係性が分業傾
向から，協働傾向に変わることにより，情報CoPの
ディスコースが国コミCoPのディスコースに影響さ
れたことがデータによって示された．結果，観光と
技術をどう関係づけるかに意識むけられた結果，ハ
ンガリー城の模型に，日本の桜のアニメーションを
投影するPMアプリの表現となった．
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概要図・表リスト 

図1　布置の概念図

図2　大室山の山焼き[7]

図3　幾何学的なアニメーションの投影

図4　大室山の山焼きアニメーション

図5　ハンガリー城と桜のアニメーション
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